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謹
賀
新
年

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
中
の
町
政
全
般
に
対
し
て
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
安
に
包
ま
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
ウ
イ
ル
ス
は
未
だ
全
国
で
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
連
日
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
外
出
の
自
粛
や
手
洗
い
の
徹
底
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
県
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
休
業
や
感
染

予
防
対
策
な
ど
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
の
維
持
を
最
優
先
に
考
え
、
国
や
県
に
先
ん
じ
て
、
全
世

帯
ヘ
の
マ
ス
ク
の
配
付
や
、
子
育
て
世
帯
の
家
計
負
担
を
緩
和

す
る
た
め
の
給
付
金
の
交
付
な
ど
の
独
自
施
策
を
速
や
か
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
毒
液
が
品
不
足
と
な
る
中
、
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
除
菌
液
の
各
地
区
へ
の
出
張
配
布
を
行
い
、
さ
ら
に

外
出
自
粛
の
影
響
に
よ
る
高
齢
者
の
室
内
で
の
熱
中
症
の
リ
ス

ク
を
考
慮
し
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
費
用
の
助
成
な
ど
に
も
踏
み

切
り
ま
し
た
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
空
気
清

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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浄
機
や
マ
ス
ク
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
を
助
成
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
飲
食
業
や
宿
泊
業
を
支
援
す
る
た
め
「
プ
レ
ミ

ア
ム
付
利
用
券
」
を
発
行
し
、
経
済
の
循
環
と
町
内
消
費
を
喚

起
し
た
ほ
か
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
や
畜
産
業
、
多
く
の

方
の
来
場
が
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ー
場
や
観
光
施
設
な
ど
に
対
し

て
も
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
、
で
き
る
限
り
の
対
策
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
、
平
成
25
年

か
ら
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
猿
尾
滝
「
上
段
の
滝
」
へ
の
遊

歩
道
を
修
繕
し
、
７
年
ぶ
り
に
全
線
開
通
し
た
こ
と
や
、
本
町

で
初
め
て
の
地
域
運
営
組
織「
射
添
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
発
足
し
た
こ
と
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
実
を

結
ん
だ
、
今
年
以
降
に
も
つ
な
が
る
明
る
い
話
題
も
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
本
町
の
文
化
振
興
の
中
心
と
な
る
香
住
文
化
会

館
と
行
政
推
進
の
拠
点
と
な
る
小
代
地
域
局
の
新
庁
舎
の
建
設

も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
大
雪
、
大
雨
な
ど
の
災

害
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
を
守
れ
る
よ
う
、
防
災
力
の
強
化
に
注

力
し
つ
つ
、
町
内
産
業
お
よ
び
経
済
再
生
に
努
め
、
そ
し
て
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
２
次
香
美
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
定
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
強
い
責
任
感
と
使

命
感
の
下
、
真
摯
に
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
、

希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
１
月

浜
上 

勇
人

香
美
町
長
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まちからのお知らせ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
発
熱
や
咳
と

い
っ
た
症
状
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

適
切
に
相
談
・
診
療
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
、
今
冬
は
全
国

で
同
様
の
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

かかりつけ医 発熱等受診・相談センター
（豊岡健康福祉事務所）診療・検査医療

機関の場合

診察・検査医療機関

診療・検査医療

機関以外の場合

紹介

コロナ感染が疑われる場合のコロナ感染が疑われる場合の

診察・検査までの流れ診察・検査までの流れ

●問い合わせ先
　役場健康課
　発熱等受診・相談センター
　℡ 0796・26・3660（平日）
　新型コロナ健康相談コールセンター
　℡ 078・362・9980（土日祝）

発熱などがあれば発熱などがあれば
かかりつけ医にかかりつけ医に
まず電話をまず電話を

受
診
方
法
の
お
願
い

受
診
方
法
の
お
願
い

① 

医
療
機
関
へ
の
受
診
の
際
は
、
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
な
ど
に
電
話
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

② 

受
診
の
際
に
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

医
療
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

③ 

公
共
交
通
機
関
の
利
用
は
控
え
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
身
近
な
人
の
感
染
が
わ
か
っ
た
と
き

Ｑ
．
最
近
会
っ
た
知
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
陽
性
と
わ
か
っ
た
。
自
分
が

感
染
し
て
い
な
い
か
心
配
。

Ａ
．
健
康
福
祉
事
務
所
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、

あ
な
た
を
知
人
の
濃
厚
接
触
者
と
判
断
し
た

場
合
、
健
康
福
祉
事
務
所
か
ら
必
ず
あ
な
た

に
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
発
熱
や
咳
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
職
場
の
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
陽
性
と
わ
か
っ
た
場
合
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。

Ａ
．
健
康
福
祉
事
務
所
が
患
者
へ
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
、
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
の

あ
る
時
期
（
発
症
日
の
２
日
前
か
ら
）
に
出

勤
さ
れ
て
い
た
と
確
認
で
き
た
場
合
は
、
健

康
福
祉
事
務
所
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
身
近
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
患
者
が
発
生
し
た
が
、
健
康
福
祉
事
務
所

か
ら
濃
厚
接
触
者
の
連
絡
が
な
か
っ
た
。
注

意
す
る
こ
と
は
。

Ａ
．
患
者
と
感
染
可
能
性
が
あ
る
期
間
（
発

症
２
日
前
）
に
、
１
㍍
以
内
で
、
マ
ス
ク
な

ど
必
要
な
感
染
予
防
策
な
し
で
15
分
以
上
の

接
触
が
あ
っ
た
人
を
濃
厚
接
触
者
と
し
て
、

健
康
福
祉
事
務
所
が
特
定
し
ま
す
。
健
康
福

祉
事
務
所
か
ら
連
絡
が
な
け
れ
ば
、
濃
厚
接

触
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
通
学
や
通
勤
な
ど
、

普
段
ど
お
り
の
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
症
状
が
出
た
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

発熱など

かかりつけ医が

いる

かかりつけ医が

いない

医師が検査の必要性を判断
必要性あり 必要性なし

検査の実施
陽性 陰性

医師から検査結果の報告　　　　　

・ 健康福祉事務所から症状や行動歴など濃厚接触者などの特定のための聞き取り調査

・健康福祉事務所から入院もしくは入所の案内

医療機関・宿泊療養施設
≪入院・入所期間≫

　発症日から 10日かつ発熱等症状の改善後 72時間

　※無症状の場合、陽性確定日から 10日

退院・退所

医師から検査

結果の報告

≪退院・退所後の過ごし方≫

退院・退所後 4週間は健康観察をしながら仕事や

通学など通常の生活を送ってください。

症状が治まれば、通勤や通学など通常

の生活を送ってください。

電話相談電話相談

紹介
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KAMI INFORMATION

　

「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
」
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

　

申
請
期
限
は
２
月
26
日
ま
で
で
す

の
で
給
付
を
希
望
す
る
人
は
、
支
給

要
件
を
確
認
の
上
、
役
場
福
祉
課
ま

た
は
各
地
域
局
で
配
付
す
る
申
請
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
支
援
の

た
め
、
基
本
給
付
の
再
支
給
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先

　役場福祉課

　 給付金コールセンター

　℡ 0120・400・903

ひとり親世帯ひとり親世帯
臨時特別給付金臨時特別給付金
申請は 2/26 まで申請は 2/26 まで

令
和
２
年
６
月
分
の

令
和
２
年
６
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

児
童
扶
養
手
当
受
給
者

●
対
象
者

　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
基
本

給
付
の
支
給
（
８
月
26
日
支
給
済
）
を
受
け

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
収
入
が
減
少
し
た
人

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
世
帯

ひ
と
り
親
世
帯

●
対
象
者

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て

い
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
人
な
ど
で
、
次

の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

公
的
年
金
な
ど
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、

老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）

を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
２

年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
人

② 

令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
の
収
入
が
、
児

童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
を
上

回
っ
て
い
た
た
め
、
令
和
２
年
６
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
は
受
給
し
て
い
な
い
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同

じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
人

●
支
給
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
万
円
（
基
本
給
付
）

※ 

前
記
①
に
該
当
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
人
は
、
１
世
帯
５
万
円
の
追
加
給
付
も

申
請
可
能

コ
ロ
ナ
禍
で
家
計
が
急
変
し
た

コ
ロ
ナ
禍
で
家
計
が
急
変
し
た

●
対
象
者

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て

い
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
人
な
ど
で
、
令

和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は
受
給
し

て
い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入

が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同

じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
人

●
支
給
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
万
円
（
基
本
給
付
）

「
基
本
給
付
」
を
再
支
給

「
基
本
給
付
」
を
再
支
給
し
ま
す

し
ま
す

　

ひ
と
り
親
世
帯
の
支
援
の
た
め
、
基
本
給

付
の
再
支
給
を
実
施
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
12
月
11
日
時
点
で
、
す
で
に
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金「
基
本
給
付
」

の
支
給
を
受
け
て
い
る
ま
た
は
申
請
し
て
い

る
人
は
、
令
和
２
年
12
月
24
日
に
支
給
済
で

す
。

　

令
和
２
年
12
月
11
日
時
点
で
、
基
本
給
付

の
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人
で
、
同
日
以
降

に
基
本
給
付
の
申
請
を
行
う
人
は
、
再
支
給

分
の
基
本
給
付
に
つ
い
て
併
せ
て
申
請
を
行

う
こ
と
で
、
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
２
月
26
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
、
基
本
給
付
の
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
万
円

ひ
と
り
親
世
帯

ひ
と
り
親
世
帯

●
支
給
額

１
世
帯
５
万
円
（
追
加
給
付
）

●問い合わせ先

　教育委員会生涯学習課

毎年 1/26 は毎年 1/26 は
文化財防火デー文化財防火デー

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
24
年

1
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）

の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
も
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

香
住
区
の
大
乗
寺
で
は
例
年
、
美
方
広
域
消

防
本
部
と
協
力
し
て
、
放
水
訓
練
や
文
化
財

の
搬
出
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
こ

の
文
化
財

防
火
デ
ー

を
契
機
に
、

各
地
区
で

現
存
す
る

文
化
財
の

確
認
を
行

う

な

ど
、

保
存
に
ご

協
力
く
だ

さ
い
。

コロナ感染が疑われる場合の

診察・検査までの流れ

▲ 大乗寺の客殿および庫裏。ここから文化財を搬出する訓練
などが行われています。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や

受
け
取
り
、
電
子
証
明
書
の
更
新
が

で
き
る
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

平
日
の
日
中
は
学
校
や
仕
事
で
、
来

庁
が
難
し
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
日
窓
口
の
利
用
は
予
約

制
と
な
り
ま
す
。

●問い合わせ（予約）先

　役場町民課

マイナンバーマイナンバー
カードカード

休日窓口の開設休日窓口の開設

●
開
設
日
時

　

令
和
３
年
２
月
か
ら

　

毎
月
第
４
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
正
午
）

　

※ 

予
約
が
あ
っ
た
場
合
の
み
の
開
設
と
し

ま
す
。

●
開
設
場
所

　

役
場
町
民
課
窓
口

※ 

各
地
域
局
の
休
日
窓
口
の
開
設
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
予
約
方
法

　

申
請
、
受
け
取
り
、
更
新
を
希
望
す
る
日

の
２
日
前
（
金
曜
日
は
15
時
）
ま
で
に
電
話

予
約
が
必
要
で
す
。

　

予
約
時
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

交
付
希
望
日
時
、
連
絡
先
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

●
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
】

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
通
知
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

③ 

本
人
確
認
書
類
（
別
表
の
書
類
Ａ
１
点
ま

た
は
書
類
Ｂ
２
点
）

④ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※ 

15
歳
未
満
の
人
お
よ
び
成
年
被
後
見
人
の

人
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
③
の
書
類
を

持
参
し
て
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。
同
行
す

る
代
理
人
も
同
様
に
③
の
書
類
が
必
要
で

す
。

【
電
子
証
明
書
の
更
新
】

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

③ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
設
定
し

た
暗
証
番
号
（
分
か
ら
な
い
と
き
は
再
設

定
可
能
）

④ 

照
会
書
兼
回
答
書
（
代
理
人
に
委
任
す
る

場
合
）

⑤ 

本
人
確
認
書
類
（
次
に
記
載
の
書
類
Ａ
１

点
ま
た
は
書
類
Ｂ
２
点
）

【
本
人
確
認
書
類
】

●
書
類
Ａ
（
写
真
付
き
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

運
転
経
歴
証
明
書
（
交
付
年
月
日
が
平
成
24

年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
）、
旅
券
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど

●
書
類
Ｂ
（
写
真
付
き
で
な
い
も
の
）

　

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
、
医

療
受
給
者
証
な
ど
で
「
氏
名
、
生
年
月
日
」

ま
た
は
「
氏
名
、
住
所
」
が
記
載
さ
れ
た
書

類※ 
休
日
窓
口
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
、
交
付
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
更
新

の
み
対
応
可
能
で
す
。
そ
の
他
の
業
務
の

対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
３
月
（
予
定
）
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
が
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
●
利
用
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
初
回
登
録
を
済
ま
せ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

初
回
登
録
の
申
込
手
続
き
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
「
健
康
保
険
証
利
用

の
申
込
」
か
ら
登
録
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
読
み
取
り
後
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
に
登
録
さ
れ
た
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号

の
入
力
が
必
要
で
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
Ｈ
Ｐ

　

https://m
yna.g

o.jp/

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

保
険
証
と
し
て
利
用
可
能
に

保
険
証
と
し
て
利
用
可
能
に

休
日
窓
口
の
詳
細

休
日
窓
口
の
詳
細
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●問い合わせ先

　役場福祉課

確定申告の控除確定申告の控除
を受けるためにを受けるために

申請を申請を

　

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
は
医
師
が
必

要
と
認
め
た
場
合
の
お
む
つ
の
購
入
費
も
対

象
と
し
て
含
ま
れ
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
確
定

申
告
の
際
、（
特
別
）
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
左
表
の
と
お
り
）。

　

控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
役
場
福
祉

課
ま
た
は
各
地
域
局

で
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交

付
申
請
を
行
い
、
交

付
さ
れ
た
認
定
書
を

申
告
時
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
控
除
と
特
別
障
害
者
控
除

障
害
者
控
除
と
特
別
障
害
者
控
除

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

●
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
。

② 

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
２
年
目
以
降
で
あ
る
。

③ 

要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意
見
書
で

次
の
両
方
が
確
認
で
き
る
。

・ 

障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝

た
き
り
度
）
が
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ
１
、

Ｃ
２
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

・
尿
失
禁
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
。

※ 

令
和
２
年
に
作
成
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書

を
確
認
し
ま
す
。
要
介
護
認
定
有
効
期
間

が
13
カ
月
以
上
で
あ
り
、
令
和
２
年
に
要

介
護
認
定
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

令
和
元
年
ま
た
は
平
成
30
年
中
に
作
成
さ

れ
た
主
治
医
意
見
書
で
判
断
し
ま
す
。

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
の
証
明
に
係
る

確
認
書
の
交
付
要
件

控除区分 要介護認定区分

障害者控除 要介護１、２、３※

特別障害者控除 要介護４、５

※ 12 月 31 日が基準 
※ 要介護３の人で、寝たきり度Ｂ以上ま
たは認知症度Ⅲ以上に該当する人は特
別障害者控除となります。

　

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
申
告
の
際
に

お
む
つ
代
の
金
額
を
記
載
し
た
医
療
費
控
除

の
明
細
書
の
ほ
か
、「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

（
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
医
師

の
治
療
を
受
け
、
お
む
つ
を
使
う
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
医
師
が
発
行
。
有

料
。）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

２
年
目
以
降
の
申
告
で
は
、
要
介
護
認
定

の
際
の
主
治
医
意
見
書
の
内
容
を
も
と
に
町

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
の
証

明
に
係
る
確
認
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
で
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
確
認
書
は
申
請
に
基
づ
き
、
次
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
交
付
し
ま
す
。

予
約
が
で
き
る
証
明
書

　

・
住
民
票
の
写
し

　

・
印
鑑
登
録
証
明
書

　

・
所
得
証
明
書

　

・
所
得
課
税
証
明
書

予
約
の
受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

予
約
で
き
る
人

　

▼
住
民
票
の
写
し

　
　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員

　

▼
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　

本
人
ま
た
は
代
理
人

　
　

（
予
約
時
に
印
鑑
登
録
番
号
が
必
要
）

　

▼
所
得
証
明
書
、
所
得
課
税
証
明
書

　
　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員

受
け
取
り
に
必
要
な
物

　

▼
住
民
票
の
写
し

　
　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

・
手
数
料
（
１
通
３
０
０
円
）

　

▼
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　

・
印
鑑
登
録
証

　
　

・
手
数
料
（
１
通
３
０
０
円
）

　

▼
所
得
証
明
書
、
所
得
課
税
証
明
書

　
　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

・
手
数
料
（
１
通
３
０
０
円
）

受
け
取
り
場
所

　

 　

電
話
予
約
を
し
た
本
庁
ま
た
は
地
域
局

の
当
直
室
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※ 

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
昼
間
来
庁
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
電
話
予
約
を
す
る
と
時

間
外
や
休
日
に
各
種
証
明
が
受
け
取

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●問い合わせ先

　役場町民課

　役場税務課

住民票などが住民票などが
休日・時間外に休日・時間外に
受け取れます受け取れます
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町
で
は
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図

る
た
め
、
将
来
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
の
医
療
技
術
者
と
し
て
公
立
香
住

病
院
な
ど
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る

学
生
を
対
象
に
、
医
師
修
学
資
金
お

よ
び
医
療
技
術
者
修
学
資
金
を
貸
与

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
３
年
度
の
貸
与

者
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
医
療
に
志

あ
る
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

医
師
修
学
資
金

医
師
修
学
資
金

医
師
修
学
一
時
資
金

医
師
修
学
一
時
資
金

医
療
技
術
者
修
学
資
金

医
療
技
術
者
修
学
資
金

応
募
（
申
請
）
方
法

応
募
（
申
請
）
方
法

　

町
で
は
、
医
師
修
学
資
金
に
加
え
て
修
学

一
時
資
金
を
貸
与
す
る
制
度
を
設
け
、
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

香
美
町
医
師
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
人

で
、
修
学
一
時
資
金
の
貸
与
を
希
望
す
る
人

貸
与
額

　

上
限
２
０
０
０
万
円

※ 

入
学
金
、
授
業
料
、
施
設
整
備
費
、
教
育

充
実
費
な
ど
正
規
の
修
学
年
限
内
に
本
人

が
支
払
う
べ
き
学
費
の
範
囲
内

修
学
一
時
資
金
の
返
還

　

医
師
修
学
一
時
資
金
は
、
一
定
期
間
内
に

全
額
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
立
香
住
病
院
、
役
場
健
康
課
、
各
地
域

局
に
あ
る
修
学
資
金
貸
与
申
請
書
お
よ
び
必

要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

※ 

募
集
要
項
、
申
請
書
は
、
町
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
、

公
立
香
住
病
院
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

提
出
（
申
請
）
先

・ 

医
師
修
学
資
金
…
公
立
香
住
病
院
ま
た
は

役
場
健
康
課

・ 

医
療
技
術
者
修
学
資
金
…
公
立
香
住
病
院

選
考
方
法

　

申
請
書
類
お
よ
び
面
接
で
貸
与
者
を
決
定

し
ま
す
。

※ 

面
接
日
時
、
場
所
な
ど
は
応
募
者
に
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

対
象
者

　

薬
剤
師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
診

療
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
を
養
成
す

る
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
に
在
学
ま
た
は
入

学
す
る
人
で
、
卒
業
後
一
定
期
間
内
に
公
立

香
住
病
院
な
ど
に
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
人
。

※
住
所
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貸
与
額
・
貸
与
期
間

　

月
額
６
万
円

※
正
規
の
修
学
年
限
内
と
し
ま
す
。

●問い合わせ先

　公立香住病院

地域医療に地域医療に
志のある学生を志のある学生を
支援します支援します

対
象
者

　

大
学
医
学
部
に
在
学
ま
た
は
入
学
す
る
人

で
、
将
来
、
公
立
香
住
病
院
な
ど
に
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
意
思
が
あ
り
、
本
人
も
し
く

は
保
護
者
が
申
請
時
に
兵
庫
県
内
、
鳥
取
県

内
、
京
都
府
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

貸
与
額
・
貸
与
期
間

・
大
学
１
年
〜
４
年
…
月
額
15
万
円

・
大
学
５
年
〜
６
年
…
月
額
18
万
円

※ 

正
規
の
修
学
年
限
の
６
年
以
内
（
休
学
、

停
学
、
留
年
な
ど
の
期
間
を
除
く
）

募
集
人
数

　

１
人
程
度

募
集
期
限

　

４
月
16
日
（
金
）

※ 

応
募
者
が
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
応
募

を
受
け
付
け
ま
す
。

修
学
資
金
の
返
還
免
除 

　

貸
与
さ
れ
た
修
学
資
金
は
、
町
内
の
公
立

香
住
病
院
な
ど
に
医
師
と
し
て
勤
務
し
た
期

間
が
、
修
学
資
金
の
貸
与
相
当
期
間
に
達
し

た
場
合
、
返
還
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
修
学
資
金
の
貸
与
期
間
が
３
年
以

上
の
場
合
は
、
医
師
免
許
取
得
後
の
臨
床
研

修
期
間
２
年
の
う
ち
１
年
間
を
、
公
立
香
住

病
院
な
ど
に
勤
務
し
た
期
間
に
算
入
し
ま
す
。

募
集
人
数

　

若
干
人

募
集
期
限

　

４
月
16
日
（
金
）

※ 

募
集
人
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
引
き
続

き
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

修
学
資
金
の
返
還
免
除

　

貸
与
さ
れ
た
修
学
資
金
は
、
免
許
取
得
後
、

一
定
期
間
内
に
公
立
香
住
病
院
に
勤
務
し
た

期
間
が
、
修
学
資
金
の
貸
与
相
当
期
間
に
達

し
た
場
合
、
返
還
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。



9 －広報 ふるさと香美 2021.1

KAMI INFORMATION

　

昨
年
12
月
６
日
に
、
香
住
区
中
央

公
民
館
で
人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
を

人
権
講
演
会
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し

た
。
昨
年
募
集
し
た
人
権
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
、
標
語
、
作
文
の
入
選
作

品
の
代
表
者
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し

た
。

● 

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称

略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

藏
野
楓

か
え
で

（
香
住
小
２
年
）、
今
西
華か

の

ん暖
（
奥

佐
津
小
２
年
）、
宮
本
琉る

か海
（
佐
津
小
３
年
）、

小
林
愛あ

み実
（
柴
山
小
６
年
）、
岡
本
歩あ

き

な

希
南

（
余
部
小
３
年
）、
山
本
咲さ

き希
（
村
岡
小
２

年
）、
東
陽ひ

な菜
（
兎
塚
小
１
年
）、
古
川
絢あ

や

め萌

（
射
添
小
２
年
）、小
林
芽め

い生
（
小
代
小
５
年
）、

濱
本
凛り

ん

の乃（
香
住
一
中
３
年
）、西
谷
悠ゆ

う

き希（
村

岡
中
２
年
）、
中
村
凜り

ん

か花
（
小
代
中
３
年
）

【
標
語
の
部
】

池
本
侑ゆ

う

と翔
（
香
住
小
１
年
）、見
塚
凛り

お

ん音
（
奥

●問い合わせ先

　役場町民課

人権啓発作品人権啓発作品
表彰式を表彰式を

開催しました開催しました

佐
津
小
６
年
）、
吉
田
彩あ

や

の乃
（
佐
津
小
４
年
）、

小
林
愛
実
（
柴
山
小
６
年
）、橋
本
眞し

ん

い

ち一
（
長

井
小
２
年
）、
松
本
七な

な

み海
（
余
部
小
４
年
）、

古
川
ひ
な
た
（
村
岡
小
５
年
）、
西
村
和か

ず

ま真

（
兎
塚
小
４
年
）、岡
田
大や

ま

と和
（
射
添
小
５
年
）、

田
淵
勇ゆ

う羽
（
小
代
小
３
年
）、藤
原
麻ま

い衣
（
香

住
一
中
３
年
）、
藤
澤
碧あ

お

い衣
（
香
住
二
中
１

年
）、
西
谷
実み

か

こ

日
子
（
村
岡
中
２
年
）、
緒
方

虹こ

う

み美
（
小
代
中
２
年
）、
吉
津
猛た

け

と虎
（
み
か

た
校
高
等
部
３
年
）、
中
村
忍

し
の
ぶ

（
柴
山
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
）、
古
川
純じ

ゅ

ん

こ子
（
射
添
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
小

谷
勝か

つ

よ

し義
（
射
添
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、岡
本
美み

は

る春
（
村

岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
藤
井
明あ

す

か

日
香
（
村
岡
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
）

【
作
文
の
部
】

　

宮
垣
龍り

ゅ

う

き暉
（
香
住
小
６
年
）、
北
村
優ゆ

い衣

（
柴
山
小
６
年
）、阿
瀬
心こ

こ

み美
（
射
添
小
５
年
）、

毛
戸
悠ゆ

づ

き月（
小
代
小
６
年
）、砂
原
み
ゆ
き（
香

住
一
中
３
年
）、
藤
原
隆り

ゅ

う

た大
（
村
岡
中
２
年
）、

瀧
川
こ
な
み
（
小
代
中
１
年
）

※ 

人
権
講
演
会
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー

ス
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲ 浜上町長から表彰状を受け取る受賞者

　

芸
術
文
化
お
よ
び
観
光
の
双
方
の

視
点
を
生
か
し
て
地
域
の
活
力
を
創

出
す
る
専
門
職
業
人
を
育
成
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
研
究
活
動
の
推

進
と
地
域
お
よ
び
国
際
社
会
へ
の
貢

献
を
目
的
と
し
た
「
芸
術
文
化
観
光

専
門
職
大
学
」
が
、
４
月
に
開
学
し

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
大
学
の
概
要
な
ど
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●問い合わせ先

　兵庫県専門職大学準備課

　℡ 078・362・3377

芸術文化芸術文化
観光専門職大学観光専門職大学
今年 4月開学今年 4月開学

大
学
の
概
要

大
学
の
概
要

　

同
大
学
は
但
馬
に
初
め
て
誕
生
す
る
４
年

制
大
学
で
、「
芸
術
文
化
」
と
「
観
光
」
と

い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

生
み
出
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
し
ま
す
。

●
開
設
学
部
・
学
科

　

芸
術
文
化
・
観
光
学
部　

芸
術
文
化
・
観

光
学
科

●
定
員

　

入
学
定
員
80
人

　

収
容
定
員
３
２
０
人

●
開
設
場
所

　

豊
岡
市
山
王
町
７
‐
52

地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る

地
域
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る

交
流
の
場
を
大
学
内
に
設
置
予
定

交
流
の
場
を
大
学
内
に
設
置
予
定

　

大
学
内
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
図
書
館
な
ど
を
設
置
し
、
大

学
は
地
域
に
オ
ー
プ
ン
な
交
流
の
場
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
大
学
や

学
生
と
の
繋
が
り
を
つ
く
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る

事
業
を
実
施
予
定

事
業
を
実
施
予
定

　

各
界
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
教
員
陣
が
行

う
講
座
や
、
実
務
経
験
が
豊
富
な
教
員
か
ら

の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
大
学
の
専
門
分

野
で
あ
る
「
芸
術
文
化
」「
観
光
」「
経
営
」

に
関
す
る
高
校
生
へ
の
出
前
授
業
な
ど
、
地

域
の
企
業
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
一

緒
に
こ
れ
か
ら
の
但

馬
地
域
を
元
気
に
す

る
事
業
を
開
学
前
か

ら
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
の

連
携
事
業
を
積
極
的

に
実
施
す
る
た
め
に
、

大
学
内
に
「
地
域
リ

サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
す
。

▲ 同大学のキャンパスのイメージ
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まちからのお知らせ
　

香
美
町
商
工
会
が
町
内
で
製
造
さ
れ
た
加

工
食
品
、
ま
た
は
町
内
で
生
産
さ
れ
た
原
料

を
使
用
し
た
加
工
食
品
（
主
た
る
原
料
は
国

内
生
産
さ
れ
た
も
の
）
を
、ブ
ラ
ン
ド
名
「
香

美
町
の
名
品
」
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、

認
知
度
向
上
、
販
売
促
進
・
販
路
開
拓
な
ど

を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
す
。 ●問い合わせ先

　役場観光商工課

　香美町商工会　本所

　℡ 0796・36・0123

香美町の名品に香美町の名品に
32 品目を32 品目を
認定認定

香
美
町
の
名
品
と
は

香
美
町
の
名
品
と
は

令
和
２
年
度
は

令
和
２
年
度
は
3232
品
目
が

品
目
が

認
定
を
受
け
ま
し
た

認
定
を
受
け
ま
し
た

　

令
和
２
年
度
は
、
町
内
の
19
事
業
者
32
品

目
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
す
で
に

認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
38
事
業

者
、
82
品
目
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
名
品
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
掲
載
は
認
定
申
請
順
）

●
認
定
さ
れ
た
名
品
（
事
業
者
）

但
馬
牛
焼
肉
・
ス
テ
ー
キ
醤
油
、
梅
ご
こ
ち

（
㈱
ト
キ
ワ
）、カ
ニ
ホ
タ
ル
（
㈲
今
西
食
品
）、

鯖
の
た
い
た
ん
缶
詰
、
真
イ
カ
の
缶
詰
（
㈲

Ｓ
ａ
ｉ
ｋ
ａ
）、
が
っ
せ
ぇ
う
め
ぇ
た
れ
万

能
（
カ
ラ
フ
ル
）、
香
住
産
甘
え
び
の
醤
油

麹
和
え
（
㈲
味
さ
い
）、
蝶
の
し
ず
く
、
兵

庫
キ
ャ
ビ
ア
（
香
美
町
小
代
内
水
面
組
合
）、

な
ご
み
プ
リ
ン
（
Ｙ
ｓ
菓
子
香
房
）、
浜
茹

で 

香
住
ガ
ニ
、
香
住
ガ
ニ 

む
き
身
、
香
住

ガ
ニ 

香
箱
造
り
（
㈱
丸
近
）、
但
馬
玄
プ
レ

ミ
ア
ム
ス
テ
ー
キ
セ
ッ
ト
、
牛
匠
上
田
謹

製 

山
椒
し
ぐ
れ
煮
（
㈱
上
田
畜
産
）、
さ
ん

ぽ
う
紅
白
（
㈲
三
宝
）、
荒
磯
の
り
（
マ
ル

ヨ
食
品
㈱
）、
雷
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
燻
製
た
く

あ
ん
（
生
活
工
房 

香
味
煙
）、
こ
め
麹
（
森

新
屋
商
店
）、
浜
茹
で
柴
山
ゴ
ー
ル
ド
（
㈱

カ
ネ
ニ
）、
香
住
か
に
寿
司
（
民
宿
い
し
だ
）、

山
ガ
レ
イ
ガ
ラ
干
し
、
干
ド
ギ
、
蟹
ラ
ー
メ

ン
（
㈲
北
由
商
店
）、
海
神
の
醤
、
の
り
佃

煮 

香
住
ガ
ニ
魚
醤
仕
立
て
、
の
ど
ぐ
ろ
飯

（
但
馬
漁
業
協
同
組
合
）、
山
廃
・
吟
醸
純
米

・
香
住
鶴
、
手
造
り
奈
良
漬 

酒
蔵
漬
（
香

住
鶴
㈱
）、
エ
テ
カ
レ
イ
干
し
、
い
わ
し
の

へ
し
こ
（
㈲
森
廣
）

　

認
定
さ
れ
た
名
品
に

つ
い
て
詳
し
く
は
町
Ｈ

Ｐ
お
よ
び
町
商
工
会
Ｈ

Ｐ
（h

ttp
s://r.g

o
o
p
e
.

jp
/ka
m
i-sho

uko
uka
i

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
名
品
に

つ
い
て
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ先

　役場農林水産課

　

令
和
２
年
度
の
緑
の
募
金
は
、
町
全
体
で

１
２
４
万
４
８
０
３
円
で
し
た
（
令
和
２
年

12
月
１
日
現
在
）。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
森
林
整
備
を
は
じ
め
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町
、
集
落
、
学
校
の

緑
化
活
動
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
は

町
全
体
で
２
５
９
万
１
９
３
３
円
で
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
平
成
29
年
度
よ
り

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
「
社
資
」
と
し
て

い
た
名
称
を
「
活
動
資
金
」
に
変
更
し
て
い

ま
す
。 日本赤十字社日本赤十字社

活動資金の活動資金の
ご協力にご協力に
感謝します感謝します

●問い合わせ先

　役場福祉課

　

５
０
０
円
を
目
安
に
任
意
の
金
額
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
人
を
「
会
員
」、
募
金
箱

な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
を「
寄
付
者
」

と
し
、「
会
員
」
と
「
寄
付
者
」
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
い
た
も
の
合
わ
せ
て「
活
動
資
金
」

と
呼
び
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
９
月
に
活
動
資
金
の
お
願
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
例
年

通
り
５
月
に
行
う
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

緑の募金緑の募金
ご協力にご協力に
感謝します感謝します

　

緑
豊
か
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、

来
年
度
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ 認定書授与式に出席した事業者の皆さん
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は
40
歳
か
ら
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
診
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

●
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

　

乳
房
を
片
方
ず
つ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
板
で

挟
ん
で
撮
影
す
る
こ
と
で
、
微
細
な
石
灰
化

を
見
つ
け
る
検
査
で
す
。
乳
房
が
圧
迫
さ
れ

る
た
め
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

圧
迫
時
間
は
数
10
秒
ほ
ど
で
す
。

●
乳
腺
エ
コ
ー
検
診

　

専
用
の
ジ
ェ
ル
を

塗
っ
て
、
検
査
を
し
ま

す
。
痛
み
も
な
く
、
手

で
触
れ
た
だ
け
で
は
判

別
し
づ
ら
い
し
こ
り
や

若
い
女
性
の
乳
腺
の
状

態
も
比
較
的
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
。

●
乳
房
の
自
己
検
診

　

検
診
と
合
わ
せ
、
自
分
で
し
こ
り
の
有
無

な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

乳
房
の
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
、
皮
膚
、
乳
頭
の

色
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
、
ま
た
、
手
で
触

れ
て
し
こ
り
が
な
い
か
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

子
宮
頸
部
を
こ
す
り
細
胞
を
採
取
し
ま
す
。

痛
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
は
、
早
期
発
見
や
治
療

に
よ
り
治
り
や
す
い
が
ん
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
20
歳
以
上
の
女
性

の
皆
さ
ん
に
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

定
期
検
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

2020
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
一
度

歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
一
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

お
よ
そ
９
人
に
１
人
が
か
か
る

お
よ
そ
９
人
に
１
人
が
か
か
る

　

初
期
に
お
い
て
は
約
75
％
で
こ
の
症
状
が

み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
で
は
乳
首
か
ら
の
出

血
、
乳
が
ん
が
進
行
し
て
く
る
と
皮
膚
の
た

だ
れ
、
乳
房
の
左
右
差
や
変
形
、
え
く
ぼ
の

よ
う
な
凹
み
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

女
性
の
が
ん
の
な
か
で
最
も
多
い
乳
が
ん

は
、
お
よ
そ
9
人
に
1
人
が
か
か
る
が
ん
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
母
乳
を
つ
く
っ
て
乳
頭
ま
で

運
ぶ
乳
腺
に
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
で
す
。
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
食
生
活
な
ど
の
変
化
か
ら
、

日
本
で
は
乳
が
ん
に
か
か
る
女
性
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
年
代
で
は
、 

30
代
後
半
か

ら
増
え
、
40
代
に
最
も
多
く
、
次
い
で
50
〜

60
代
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
主
な
リ
ス
ク
要
因
は
次
の
9
点

で
す
。

①
初
経
年
齢
が
早
い
、
②
閉
経
年
齢
が
遅

い
、
③
出
産
経
験
が
な
い
、
④
初
産
年
齢
が

高
い
、
⑤
授
乳
経
験
が
な
い
、
⑥
閉
経
後
の

肥
満
、
⑦
飲
酒
の
習
慣
が
あ
る
、
⑧
１
親
等

の
血
縁
者
に
乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
の
患
者
が

い
る
、
⑨
良
性
乳
腺
疾
患
の
既
往
歴
が
あ
る
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

乳
が
ん
の
サ
イ
ン
は
「
し
こ
り
」

乳
が
ん
の
サ
イ
ン
は
「
し
こ
り
」

「
乳
が
ん
」

「
乳
が
ん
」

子
宮
頸
が
ん
は
若
い
世
代
の

子
宮
頸
が
ん
は
若
い
世
代
の

　

子
宮
頸
が
ん
は
女
性
の
お
よ
そ
30
人
に
１

人
が
か
か
る
が
ん
と
い
わ
れ
、
近
年
、
特
に

20
〜
30
代
の
若
い
世
代
の
発
症
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
の
頸
部

か
ら
発
生
し
、
正
常
で
な
い
細
胞
が
、
が
ん

に
な
る
の
に
２
〜
３
年
か
か
る
た
め
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
が
ん
に
な
る
前

の
段
階
で
診
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
が
発
生
す
る
原
因
は
、
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
持
続

的
に
感
染
す
る
事
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
に
よ
り
感
染
し
、
多
く
の

女
性
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ

る
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
が
排
除
さ
れ
ず
に
長
期
間
感
染
が
続
く
場

合
が
あ
り
、
ご
く
一
部
の
人
の
細
胞
が
、
が

ん
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
が
進
行
す
る
と
、
月
経
中
で

な
い
と
き
や
性
交
時
に
出
血
し
た
り
、
濃
い

茶
色
や
膿
の
よ
う
な
お
り
も
の
が
増
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
が
ん
は
定
期
検
診
が
有
効

女
性
の
が
ん
は
定
期
検
診
が
有
効

　

毎
年
２
月
に
、
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
と
と

も
に
、
女
性
の
検
診
案
内
チ
ラ
シ
を
各
区
を

通
じ
て
各
家
庭
に
配
付
し
ま
す
。
20
歳
以
上

で
検
診
の
対
象
（
２
年
に
１
回
）
に
な
っ
て

い
る
人
は
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
は
短
時
間
で
受
け
ら
れ
ま
す

検
診
は
短
時
間
で
受
け
ら
れ
ま
す

発
症
者
が
増
え
て
い
ま
す

発
症
者
が
増
え
て
い
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
腺
エ
コ
ー
検
診
は

20
歳
か
ら
、
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
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　 握するための不法投棄防止パトロールを実施しま

した。

　村岡区では旧国道 9号沿いの草むらに不法投

棄された廃棄物を確認。食料品の袋、空き缶、ビ

ン、遊技機の本体、テレビなど、軽トラック２台

分を回収しました。小代区では、一
ほ い

二峠で不法投

棄された廃棄物を確認しました。

　また区内をパトロールした後に意見交換会を開

催し、警察との連携の強化や赤外線カメラ設置な

どの不法投棄防止対策が提案されました。

　パトロール活動は今後も定期的に行われ、3月

には、香住区で実施されます。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知

ら
せｅｃｏ

　不法投棄は犯罪です。個人が不法投棄をすると「５

年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金」が課

せられるとともに、不法投棄された廃棄物からは、有

害物質が漏れだし、環境破壊を引き起こすこともあり

ます。町では、不法投棄を防止するための看板設置を

行うなど、不法投棄の防止に向け、取組を進めています。

●不法投棄防止パトロールを実施しました　

　昨年 11 月 16 日、町内の環境美化やごみの減量化

を推進している「香美町環境美化推進協議会」が活動

の一環として、村岡区と小代区で不法投棄の現状を把

活活費費 相相談

　鍋を囲む機会が多くなる季節となりまし

た。毎年、卓上コンロやカセットボンベに

よる事故が起こっています。

【事例①】

　災害時に備えて保管していたカセットボ

ンベが古くなっていたが、カセットコンロ

にセットして使用していたら、突然差込口

のあたりで引火し、20㎝くらいの火が上

がった。

【事例②】

　カセットコンロが点火せず、近付いて見

ていたら、点火時にまつげと前髪が焦げた。

【事例③】

　カセットコンロの火を消した後、カセッ

トボンベが爆発してボンベが飛び、壁に穴

が開いた。後でリコール対象製品だと知った。

【ひとことアドバイス】

① カセットボンベの使用期限の目安は約 7年とされて

います。製造年月日を確認してから使用しましょう。

また、製造年月日がわからないものや金属部分に変形

やさびが見られるものは使用をやめましょう。

　 　ガスが残っている状態で長期間放置した場合（金属

部分に変形や錆が発生したもの）の処分については、

製造事業者かカセットボンベお客様センターにお問い

合わせください。

② カセットボンベは正しく装着しないとガスが漏れて引

火する恐れがあります。また、高温になる場所に置く

と、内圧が上がって破裂する恐れがあります。

③ 商品に不良品や使用上の危険性がある場合はリコール

情報が新聞や広告などに掲載されます。使用中の商品

がリコール対象商品ではないかなど確認しましょう。

不法投棄はゼッタイにやめましょう不法投棄はゼッタイにやめましょう

カセットコンロで火事になる？
～事故を防ぎましょう～～事故を防ぎましょう～

ス】

る？る？

相談は
　こちらへ… 役場消費生活センター（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999カセットボンベお客様センター　℡ 0120・14・9996※相談無料で秘密は厳守 !!

▲不法投棄された廃棄物を回収するパトロールの参加者
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田
は
、
米
づ
く
り
の
後
継
者
が
い
な
く
な
っ

た
際
に
、
貫
田
に
住
む
皆
さ
ん
が
放
棄
田
を

作
ら
な
い
よ
う
に
と
集
ま
り
、
協
力
し
て

「
俺
た
ち
の
武ぶ

ゆ

う

で

ん

勇
田
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
っ
て
米
づ
く
り
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
が
そ
う
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
そ
の

場
所
を
た
だ
訪
れ
た
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ア
プ
リ
で
は
そ
う
い
っ
た
情
報
を
補
完

す
る
役
割
を
担
い
、
町
の
観
光
を
よ
り
深
く

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
情
報
を
発
信
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
プ
リ
は
今
年
度
末
ま
で
に
リ
リ
ー
ス
予

定
で
す
。
内
容
は
随
時
更
新
し
て
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
き
ま
す
。
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

も
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
た
な
町
の
魅

力
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
見

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
西
川
梓
で
す
。
観
光
情
報
発
信
推
進
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
で
３
年
目
、

協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
残
り
３
カ
月
を
切

り
ま
し
た
。

　

私
は
現
在
、
観
光
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

観
光
ア
プ
リ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
基
本
的
な
観
光
情
報
を

記
載
す
る
予
定
で
す
が
、
ア
プ
リ
で
は
そ
れ

に
加
え
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
掲
載
し
き
れ

な
い
、
さ
ら
に
深
堀
り
を
し
た
観
光
情
報
も

掲
載
し
、
一
度
旅
を
す
る
だ
け
で
は
回
り
き

れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
町
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
そ

れ
が
で
き
る
ま
で
の
歴
史
が
あ
り
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
う
へ
山
の
棚

香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記

第46話第 46話

▲観光総合パンフレットの作成のため、業者と打ち合わせを行う西川隊員

　　

　平成 7年 1月 17 日に発生した阪神・淡路大震災

を契機として、毎年 1月 17日を「防災とボランティ

アの日」、1月 15 日から 1月 21 日までが「防災と

ボランティア週間」として設定されています。

　この「防災とボランティア週間」は、災害時にお

けるボランティア活動や住民の自主的な防災活動に

ついての認識を深めるとともに、災害への備えを充

実、強化させることを目的としています。

　阪神・淡路大震災以降も東日本大震災などの大き

な災害が発生したことで、災害時のボランティアの

力が大変重要だということが分かってきました。

　今回は、災害時のボランティア活動への参加につ

いてご紹介します。

①被災地でのボランティア活動について

　大規模災害が発生し、被害を受けた地域の状況は

1月17日は「防災とボランティアの日」1月17日は「防災とボランティアの日」

●問い合わせ先　役場防災安全課

刻々と変化していきます。災害ボランティアとして

現地に赴く際は、事前に装備や心がまえなどを予習

しておきましょう。

　また、ボランティア活動は被害を受けた地域に負

担を掛けないことが大前提です。自分が助けられる

側にならないよう体調管理やケガの防止に万全を期

す必要があります。最近は、ボランティアセンター

や NPO などの協働で「ボランティアバス」「ボラ

ンティアパック」を企画しているところがあるので、

初めての人は利用してみるのも方法のひとつです。

②被災地に行かなくてもできる活動があります

　現地のボランティアが円滑に活動するためにはお

金も必要です。被災地のために募金をすることは立

派なボランティア活動です。

　また、災害が一段落したのち、地域全体の活力の

維持と回復のために、観光客としてその場所を訪れ

たり、地元産品の購入をしたりすることを通じて、

被災地と交流し、経済面で支えることも非常に大切

です。

　日本は地震や津波、豪雨など自然災害のリスクが

高い国です。もし災害が発生した際には、参加可能

なボランティア活動に協力してみませんか。
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●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

● 

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
「
介
護

予
防
を
推
進
す
る
人
」
の
こ
と

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
で

介
護
予
防
の
活
動
を
実
践
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
本
町
で
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
養
成
講
座
を
実
施
し
、
現
在
ま

で
に
約
１
０
０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を

中
心
に「
香
美
町
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
」

の
普
及
や
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
超
高
齢
社
会
を
支
え
て
い
く

た
め
に
は
、
若
い
人
だ
け
で
な
く
、
元

気
な
高
齢
者
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
、
地
域
を
元
気
に

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
の

や
り
が
い
や
健
康
づ
く
り
に
も
繋
が
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
最
も
効
果
的
な
介

護
予
防
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
役
割

を
持
っ
て
社
会
参
加
す
る
こ
と
」「
周

り
の
人
と
交
流
を
持
つ
こ
と
」
で
あ
る

と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
実
践

し
て
い
る
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

躍
が
今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

介
護
予
防
の
知
識
を
深
め
る
た
め
の
３

日
間
の
講
座
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

介護予防サポーター講座の内容 講師

１

日

目

サポーターの役割と地域づくり、元気体操サー

クルの紹介、元気体操の実践、集い場の感染

症予防対策ついて

但馬長寿の郷
作業療法士

２

日

目

指で脳を活性化「指体操」＆「いつもの唱歌

でできる元気体操Ⅱ」、村岡高校の南中ソーラ

ン節「介護予防版」、自分で測ろう！体力測定

役場福祉課　
保健師

３

日

目

健口講話＆かみかみ体操（口腔体操）、ノル

ディックウォーキング、閉校式（修了証交付）

健康課
歯科衛生士

生涯学習課

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

●
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
や
集
ま
る
機
会
が

中
止
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多
い
で
す
が
、

元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
の
開
始
や
再
開
に

向
け
て
興
味
が
あ
る
人
は
、
講
座
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、

自
粛
生
活
が
長
引
く
こ
と
で
高
齢
者
の

心
身
の
機
能
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
予
防
に
つ
い
て
学
び
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

●
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
の
参
加
者
募
集

　

い
つ
ま
で
も
楽
し
く
健
康
で
い
た
い

人
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
応
援
を

し
た
い
人
、
身
近
な
地
域
で
や
り
が
い

の
あ
る
こ
と
を
探
し
て
い
る
人
、
元
気

体
操
サ
ー
ク
ル
の
体
操
を
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
人
な
ど
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
度
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
受
講
可
能
で

す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）、
１
月

29
日
（
金
）、
２
月
５
日
（
金
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

役
場
本
庁
舎

▼
申
込
先

　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
）

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
の
上
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

南中
ソーラン

かみかみ
体操

▲ 体操教室の様子。セラバンドと呼
ばれるゴム製のひもを使い、唱歌
に合わせて 30 分程度の体操を行っ
ています。
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れ さ いん

　少子化の進行により複式学級が増加し、「複式学級」そのものがマイナスに捉えられがちですが、児童 1人

に対してきめ細やかな指導が可能となることでより理解を深めるため

の指導ができることや、2つの学年が一緒に学校生活を送ると、上の

学年は下の学年の面倒を見ようとするため「責任感」が育ち、下の学

年は上の学年の姿から学ぼうとするため「向上心」が育つなど、多く

のメリットもあります。

　とはいえ、複式学級によって「人間関係の固定化や序列化」、「社会

性の不足」などが生じることが懸念されていることは事実です。本町

では、「学校間スーパー連携チャレンジプラン～学力向上ステップアッ

プ授業～」を実施し、小規模校同士が交流する場を設け、コミュニケー

ション能力の向上や望ましい競争心の育成を図るとともに、複数の教

師が協力して創り上げる効果的な授業により、これら不安要素の解消

を図っています。

　学校の１学級の編制人数は、「公立義務教育諸学校の学校編制及び教職員定数の標準に関する法律」で、小

学校は 1年生が 35人まで、2～ 6年生と中学校は 40人までと定められています。

　また、小学校は隣り合う複数の学年の児童数が一定人数を下回る場合、「複式学級」（２つ以上の学年をひと

まとめにした学級）を編制しなければなりません。そ

の基準が、兵庫県の場合は 14 人以下（１年生を含む

場合は 8人以下）であり、複式学級は当然のことながら、

担任の先生は 1人となります。本年度、町内の 4小学

校が複式学級を編制しています。

　複式学級は、写真（右）のように、一人の先生が 2

つの学年を行き来しながら授業を行います。先生が片

方の学年の授業を行っているときには、もう片方では、

児童がリーダー役を担って学習活動を進めます。

　このように、複式学級では、児童同士が協力し相互

に学び合う姿を見ることができます。これは、本年度

から小学校で全面実施となった「新学習指導要領」の

大きなねらいである「主体的・対話的で深い学び」を

具現化しているものといえます。

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

「複式学級での取組」「複式学級での取組」

▲ 余部小 5・6 年で行われる複式学級の様子。一方では担任が授業を行い、もう
一方では生徒が説明を行っています。

主体的・対話的で深い学び

複式学級のよさ！！

▲ 複式学級では、児童同士が勉強を教え合うなど、主体
的で対話的な学習を進めることができます。
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フォトニュース！

　昨年 12月 4日、小代区地域連携センターで同地

区公民館が主催した盆景教室が実施されました。

　盆景とは、お盆の上に砂や石、草木などを配置し

て自然の美しさを表現するもので、中国から伝わっ

たとされる伝統芸術です。

　参加者は、山野草などに詳しい香美町ふるさとお

もしろ博士の吉門正行さんの指導を受けながら、縁

起物とされているクロマツや富士砂などを 30cm程

度の円形の器に配置し、仕上げにコケなどを表面に

かぶせ、趣のある作品を作り上げました。

　参加した同区の毛戸緑さんは「一点もので比べよ

うのない作品ができた。参加して良かった」と満足

そうでした。

　昨年 12月 6日、香住区中央公民館で人権講演会

が開催され、220 人が来場しました。

　講師に、フリーアナウンサーで記者の藪本雅子さ

んを迎え「共に生きる社会を目指して～差別の背景

にあるもの～」と題して講演が行われました。

　藪本さんは、ハンセン病問題について独自で患者

などへの取材を行い、外も見えない極寒の収容所で

亡くなった人がいることなど、テレビで報道されて

いない真実があったことを訴えました。また日本社

会には未だに多くの差別が存在することに触れ「差

別がなくなる時代は必ず来る。当事者が声を上げる

ことで支援の輪が広がり、騒ぎ出すと、政治も動く」

と熱く語ってくれました。 ▲参加者に人権の尊さを訴える藪本さん

▲できあがった盆景を眺める参加者と吉門さん（写真右）

伝統芸術でわび・さびを体感　伝統芸術でわび・さびを体感　～盆景教室～～盆景教室～

「差別がなくなる時代は必ず来る」　「差別がなくなる時代は必ず来る」　～人権講演会～～人権講演会～

　昨年 12 月 12 日、小代区地域連携センターで、

しめ縄づくりが行われ、区内の小学生や保護者、地

域住民ら 23人が交流を深めました。

　同区では PTA と地域が共に子どもたちを育もう

と PTCA 活動を行っており、これはその一環。近

隣の地区が吉滝、中上、高杉、大照のグループに分

かれて活動を行っています。

　この日は中上 PTCA の会員が、洗面器に汲んで

きた水で手を湿らせつつ、約 70cmの稲わらの束を

手のひらでねじってないました。親子でしめ縄に

詳しい地域の人の手ほどきを受けながら、2時間ほ

どで正月飾りを仕上げました。小代中 1年の田尻

琥
こ た ろ う

太郎さんは「上手にできた」と完成を喜びました。▲しめ縄づくりを地域の人に教わる子どもたち

正月飾りづくりを通して世代間交流　正月飾りづくりを通して世代間交流　～しめ縄づくり～～しめ縄づくり～
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まちの話題をピックアップ

　昨年 12 月 13 日、ふるさとおもしろ塾の一環で

昔の遊びとかるた大会が奥佐津小学校体育館で開

催され、奥佐津幼稚園の年長から奥佐津小学校の 6

年生までの園児と児童 18人が参加しました。

　昔の遊びでは、たけとんぼやこま、けん玉、福笑

いなどを楽しみ、けん玉が好きな子どもたちは「も

しもしかめよ」と口ずさみながら、器用な手さばき

で玉を大皿、中皿を行き来させていました。

　また、かるた大会では新型コロナウイルス感染症

の影響を考慮し、密にならないよう、拡大コピーし

た小倉百人一首を使用。5、6年生の部で優勝した

後藤結
ゆ あ

愛さんは「たくさん札が取れ、好きな句の札

も取れて楽しかった」と語ってくれました。 ▲上の句が読まれた瞬間に飛び込んで百人一首の札を取る子どもたち

楽しいね！昔の遊び！　楽しいね！昔の遊び！　～奥佐津地区ふるさとおもしろ塾～～奥佐津地区ふるさとおもしろ塾～

今年度、一番うまいお米が決定！！　今年度、一番うまいお米が決定！！　～ 2020 お米の食味コンテスト～～ 2020 お米の食味コンテスト～

　昨年12月 21日、2020お米の食味コンテスト「お

いしいお米ミーティング in 香美町」の表彰式が役

場本庁舎で行われました。

　これは、町内産米の価値を知ってもらうとともに、

生産農家の意欲と栽培技術の向上につなげる機会と

するため、令和元年度から町が開催しているもので

す。本年度は 71点の応募の中から、食味値や味度

値を厳正に審査した結果、最優秀賞に村岡区の田中

敬二さん、優秀賞に同区の上田富久雄さん、優良賞

に同区の中村彰男さんが育てたお米を選出しました。

　田中さんは「稲は生き物なので、水の管理に気を

つけたり、但馬牛の堆肥を使ったりと工夫した」と

語り、受賞を喜びました。 ▲受賞を受けた生産者の皆さん

　昨年 12 月 15 日、長井地区公民館でフラワーア

レンジメント講座が行われ香住区内の女性 10人が

参加しました。

　この日は花木と水引を使った正月飾りを制作。参

加者はレッドウィロー（赤柳）や末永い繁栄を意味

する根引松などの植物に、11 色の水引のうち、好

みの 2色を選んでテープで固定した後、バランス

を確認しながらサンキライの実やシンピジウムの花

などを飾り付け、華々しい作品に仕上げました。和

風の家に飾られることの多い正月飾りですが、この

作品は洋風の家にもマッチするため近年人気となっ

ています。同区の後垣恵津子さんは「センス良くで

きた。これでよい新年が迎えられそう」と笑顔でした。▲シンピジウムの花を差し込むケースを正月飾りに取り付ける参加者

華やかな玄関で新年を迎えよう　華やかな玄関で新年を迎えよう　～フラワーアレンジメント教室～～フラワーアレンジメント教室～
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けいじばん

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相
談
内
容

国
、県
、町
な
ど
の
仕
事
の
中
で
、苦
情
、困
っ

て
い
る
こ
と
、
要
望
、
措
置
に
納
得
が
い
か

な
い
な
ど
の
不
満
や
相
談
な
ど

と
き
・
と
こ
ろ

①
２
月
９
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

行
政
相
談

と
き
・
と
こ
ろ

２
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
）

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士  

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

相
談
内
容

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
人
権
に
関
す
る
困

り
ご
と
、
心
配
ご
と

と
き
・
と
こ
ろ

①
２
月
９
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
２
月
10
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
２
月
３
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課

人
権
相
談

人
権
相
談

と
き
・
と
こ
ろ

１
月
27
日
（
水
）、
２
月
10
日
（
水
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

役
場
本
庁
舎
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
地
域
局

（
要
予
約
）

相
談
者

精
神
保
健
福
祉
士
、
相
談
支
援
専
門
員

問
い
合
わ
せ
（
予
約
）
先

役
場
福
祉
課

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談

募　
　

集

募　
　

集

開　
　

催

開　
　

催

県
立
大
学
大
学
院

県
立
大
学
大
学
院

　

令
和
３
年
度
に
組
合
が
発
注
す
る
建
設
工

事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

業
務
、
物
品
製
造
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
、
ま
た
は
、
組
合
と
物
品
納
入

お
よ
び
役
務
の
提
供
な
ど
の
取
引
を
希
望
す

る
業
者
は
、入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書（
指

　

大
地
、
自
然
、
人
の
つ
な
が
り
を
考
え
、

地
域
の
未
来
を
創
る
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資

源
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
将
来
的
に
携
わ
る
能

力
と
意
欲
に
満
ち
た
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

■
博
士
前
期
課
程

　

大
学
卒
業
者
（
見
込
み
含
む
）、
も
し
く

は
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
社
会

人
経
験
者
や
留
学
生

■
博
士
後
期
課
程

　

修
士
課
程
を
修
了
も
し
く
は
同
等
の
学
力

の
あ
る
人

募
集
人
数

博
士
前
期
課
程
…
12
人

博
士
後
期
課
程
…
２
人

願
書
受
付
期
間

２
月
10
日
（
水
）
〜
２
月
23
日
（
火
）

試
験
日

３
月
７
日
（
日
）
11
時
〜

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営

部
学
務
課

Ｔ
０
７
９
６
・
34
・
６
０
７
９

Ｅrrm
@
ofc.u-hyog

o.ac.jp

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

夜
間
電
話
法
律
相
談

夜
間
電
話
法
律
相
談

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護
士
と
精
神

保
健
福
祉
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　

毎
週
土
曜
日
17
時
〜
20
時

　

毎
週
日
曜
日
17
時
〜
21
時

●
相
談
内
容

　

解
雇
、
多
重
債
務
、
生
活
保
護
、
家
庭
の

問
題
な
ど

●
相
談
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ
（
相
談
）
先

兵
庫
県
弁
護
士
会
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
７
８
・
３
４
１
・
９
６
０
０

全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

　

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会
と
全
国
青
年
司

法
書
士
協
議
会
で
は
、
生
活
保
護
に
関
す
る

電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

　

１
月
24
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

●
相
談
専
用
電
話
番
号

　

０
１
２
０
・
０
５
２
・
０
８
８

●
相
談
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会

　

０
７
９
７
・
62
・
７
７
０
１

北
但
行
政
事
務
組
合

北
但
行
政
事
務
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付

②
２
月
12
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
２
月
３
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課
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まちからの情報

■ 

臨
時
快
速
列
車
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
ラ
イ

ナ
ー
」
に
乗
っ
て
楽
し
む

　

土
、
休
日
に
臨
時
快
速
列
車
「
山
陰
海
岸

ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
」
が
鳥
取
駅
〜
豊
岡
駅
間
で

運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
快
速
列
車
は
、
山
陰
海
岸
の
雄
大
な

景
観
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
で

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。（
機
材
繰
り
の
関
係

で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
で
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。）
沿
線
の

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
は
速
度
を
少
し

落
と
し
て
運
転
し
、

車
内
で
観
光
ア
ナ

ウ
ン
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。
浦
富
海

岸
、
竹
野
海
岸
な

ど
、
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
の
美
し

い
景
観
を
車
窓
か

ら
ゆ
っ
く
り
楽
し

め
る
と
話
題
で
す
。

運
転
日
、
時
刻
な

ど
は
、
Ｊ
Ｒ
時
刻

表
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
お
得
な
情
報
】

　

当
該
区
間
な
ど
を
利
用
す
る
２
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
旅
行
や
、
遠
足
な
ど
の
校
外
学
習

に
対
し
て
、
列
車
や
観
光
施
設
入
場
料
、
駅

か
ら
観
光
施
設
ま
で
の
バ
ス
運
賃
の
最
大
半

額
が
還
付
さ
れ
る
お
得
な
助
成
制
度
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
以
外
の
Ｊ
Ｒ

普
通
列
車
に
乗
車
さ
れ
た
場
合
も
助
成
対
象

に
な
り
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
乗
降
駅

の
少
な
く
と
も
一
つ
が
鳥
取
県
内
の
駅
で
あ

る
こ
と
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
鳥
取
県
東
部
地
域
鉄
道
利
用
促
進
実

行
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
東
部
地
域
鉄
道
利
用
促
進
実
行
委
員

会
（
鳥
取
県
庁
地
域
交
通
政
策
課
内
）

　

０
８
５
７
・
26
・
７
１
０
０

　

兵
庫
労
働
局
で
は
、
労
働
災
害
に
よ
る
死

亡
者
数
が
増
加
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
「
労
働

災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な

い
」
と
の
強
い
決
意
を
も
っ
て
、
兵
庫
労
働

局
長
よ
り
「
兵
庫
緊
急
死
亡
労
働
災
害
根
絶

宣
言
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
て
「
兵

山
陰
海
岸
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
＆

山
陰
海
岸
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
＆

ジ
オ
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ル

ジ
オ
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ル

　

県
内
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
時

間
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
改
正
さ
れ

た
金
額
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
塗
料
製
造
業
＝
９
７
３
円
、
▽
鉄
鋼
業
＝

９
６
４
円
、
▽
は
ん
用
機
械
器
具
製
造
業
、

生
産
用
機
械
器
具
製
造
業
、
業
務
用
機
械
器

具
製
造
業
＝
９
４
４
円
、
▽
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
、
電
気
機
械
器

具
製
造
業
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
＝

９
０
２
円
、
▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
＝

９
７
８
円
、
▽
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機

器
・
試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
＝

９
０
３
円

●
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４

兵
庫
県
特
定
（
産
業
別
）

兵
庫
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

兵
庫
緊
急
死
亡
労
働
災
害

兵
庫
緊
急
死
亡
労
働
災
害

名
願
）
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
付
期
間
内
に
所
定
の
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
は
、
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
、
す
で
に
登
録
を
済

ま
し
て
い
る
業
者
は
、
令
和
２
年
度
〜
令
和

３
年
度
の
２
カ
年
が
有
効
な
た
め
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間

２
月
１
日
（
月
）
〜
２
月
26
日
（
金
）
必
着

（
郵
送
可
）

※
詳
細
は
、
提
出
要
領
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
、
北
但
行
政

事
務
組
合
Ｈ
Ｐ
か
ら
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
組
合
事
務
所
窓
口
で
も

配
付
し
て
い
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.hokutan.jp/

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

北
但
行
政
事
務
組
合
環
境
課
環
境
係
（
豊
岡

市
竹
野
町
坊
岡
９
４
３
）

　

０
７
９
６
・
21
・
９
１
１
０

■ 

山
陰
海
岸
ジ
オ
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
を
歩
い

て
楽
し
む

　

ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ
Ｒ
山

陰
本
線
の
利
用
と
併
せ
て
オ
ス
ス
メ
し
た
い

の
が
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
ト
レ
イ
ル
で

す
。
ト
レ
イ
ル
と
は
、
登
山
道
や
自
然
歩
道

な
ど
「
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
歩
く
」
道
の

こ
と
で
す
。
本
ト
レ
イ
ル
の
コ
ー
ス
（
全
27

コ
ー
ス
）
に
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
と
お
お
む

ね
並
行
し
て
い
て
、
起
終
点
が
Ｊ
Ｒ
の
駅
や

そ
の
近
隣
施
設
で
あ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
コ
ー
ス
15
（
道
の
駅
あ

ま
る
べ
〜
鎧
駅
）、
コ
ー
ス
18
（
柴
山
駅
〜

佐
津
駅
）
な
ど
。
往
路
を
ト
レ
イ
ル
で
、
復

路
を
列
車
で
、
と
い
っ
た
楽
し
み
方
も
で
き

ま
す
。
列
車
の
停
車
駅
、
運
行
時
刻
、
天
候

等
を
事
前
に
調
べ
て
、
計
画
を
立
て
、
小
旅

行
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
寒
い

時
期
な
ら
で
は
の
地
球
・
大
地
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

　

０
７
９
６
・
26
・
３
７
８
３

根
絶
運
動
実
施
中

根
絶
運
動
実
施
中

庫
緊
急
死
亡
労
働
災
害
根
絶
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
運
動
の
実
施
事
項
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
死
亡
労
働
災
害
の
根
絶
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
課

　

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
２
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いきいきカレンダーいきいきカレンダー ▶15 14
※下記の予定は開催の有無などが変更になることがあります。

1 2
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カレンダー

（12月 20 日現在、順不同）

 e-Tax（電子申告）で確定申告しませんか！ e-Tax（電子申告）で確定申告しませんか！

　令和 2年分の所得税の確定申告から 65万円の青

色申告特別控除の適用要件が変わります。

　書面にて提出する人の適用金額は 55万円までと

なります。（電子帳簿保存の承認を受けている人を

除く）

● e-Tax での送信方法

　パソコン、スマートフォンから国税庁HPの案内

に従って金額などを入力するだけで申告書が作成で

きます。

① マイナンバーカードを使っての送信

　IC カードリーダライタまたはマイナンバーカー

ド読取対応のスマートフォンがあれば可能です。

② IDとパスワードで送信

　ID とパスワードの発行を希望する人は、運転免

許証などの本人確認書類をお持ちの上、税務署にお

越しください。

●法人・個人事業主の皆さんへ

　会社などの役員または従業員で ID、パスワード

方式を利用したい、または平日に税務署に行けない

人が複数人いる場合には職員が訪問することも可能

です。会社などで希望する場合は税務署までお問い

合わせください。

●問い合わせ先

豊岡税務署個人課税第１部門

℡ 0796・22・2144

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,000 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広告
原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙
面に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、
CD-ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願
いします。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末ま
でに提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課
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た
だ
い
ま
と
玉
手
箱
置
き
「
は
や
ぶ
さ
」
は
新

た
な
惑
星
探
査
に
発
ち
ぬ　
　
　

池
田
惠
子

突
然
に
逝
き
し
君
よ
何
事
に
も
一
所
懸
命
に
生

き
し
人
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
美
栄
子

の
ど
か
さ
を
す
べ
て
任
せ
て
独
り
住
み
わ
び
し

さ
安
ら
ぎ
こ
も
ご
も
に
あ
り　
　

田
中
富
美
子

お
だ
や
か
な
日
日
の
続
け
ど
ま
た
も
不
安
き
ざ

し
て
く
る
よ
今
の
こ
の
世
は　
　

森　

か
つ
子

生
か
さ
れ
て
見
下
ろ
し
み
れ
ば
悲
し
み
も
喜
び

も
束
の
間
さ
れ
ど
背
伸
び
す　
　
　

村
栄
子

ま
だ
青
き
柿
を
採
り
て
は
投
げ
し
兄
の
笑
顔
の

浮
か
ぶ
枝
の
合
間
に　
　
　
　
　

選
者

炭
焼
小
屋
た
づ
ね
煙
に
燻
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内
綾
子

美
し
き
日
々
色
か
さ
ね
紅
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
真
弓

吟
行
す
矢
田
川
の
ぞ
む
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

瀞
の
山
名
残
り
の
も
み
じ
飽
き
ぬ
ま
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

小
春
日
や
校
歌
流
れ
て
刻
知
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
淵
も
と
え

秋
の
夜
に
幻
の
ご
と
竹
灯
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

和
美

夕
間
暮
れ
さ
み
し
さ
つ
の
る
秋
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
し
ず
子

晩
秋
の
山
路
に
「
道
」
の
碑
の
あ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

道
子

夕
ざ
れ
ば
野
辺
に
吹
く
風
身
に
入
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

〜 

俳
句
講
座 

〜　

選
者 

栃
下 

喜
幸

〜 

短
歌
講
座 

〜　

選
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　介護保険のおはなし最終回は、前回に引き続きよく

いただくご質問を紹介します。

Q. 　介護サービスを利用していなくても、介護保険料

は支払わなければいけませんか？

A. 　介護保険制度は、介護や支援が必要な人を社会全

体で支え合うしくみです。

　 　介護保険の財源は国、県、町が負担する公費と、

皆さんに納めていただている介護保険料とで運営し

ています。安定した運営をするためにも 40歳以上

の人はサービス利用の有無にかかわらず全員、介護

保険料を納付していただくことになります。

Q. 　介護保険料を滞納するとどうなりますか？

A. 　督促や催告が行われ、延滞金の徴収や差押えなど

の滞納処分が行われる場合があります。また、１年

以上滞納すると、サービスを利用したときの費用を、

いったん全額利用者が負担することになります。申

請すると後日保険給付分が支払われますが、1年 6

カ月以上の滞納だと申請しても保険給付の一部また

は全部が差し止めとなり、滞納している保険料に充

てられます。2年以上滞納するとサービスを利用し

たときの利用者負担割合が引き上げられます。

Q. 　介護保険料は 65 歳になると、年金から天引きさ

れるのはなぜですか？

A. 　介護保険は 40 歳から加入となり、同時に介護保

険料も納めていただくことになります。40 歳から

64 歳までは加入している健康保険の保険料（保険

税）と一体的に徴収され、65 歳になると特別な場

合を除いて、年金からの天引き（特別徴収）となり

ます。年金が年額 18 万円以上の方は年金天引きで

納付することが法律で決まっており、納付方法を選

択することはできません。

　今後、介護や支援が必要になったときに安心して

サービスが利用できるよう、介護保険料の納付にご理

解とご協力をお願いします。

介介護保険のおはなしおはなし

最終回　よくある質問　保険料編

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

まちのうごき
（令和 2年 12 月 1 日現在）

人　口 16,920 人　（－ 38）

男 8,056 人　（－ 19）

女 8,864 人　（－ 19）

世帯数 6,464 世帯（＋ 5）

（　）内は前月比

■編集後記■

　皆さん、明けましておめでとうございます。本年

も広報ふるさと香美をよろしくお願いいたします。

　さて、昨年末は大雪の影響によって、町内の多く

の地域で被害が発生しました。我が家も停電、断水

とライフラインが閉ざされる不便さと寒さに不安感

を募らせながら、数日間を過ごしました

　世界のボーイスカウト、ガールスカウトのモッ

トーとして、ボースカウトの創始者でイギリス人の

ベーデン＝パウエルがとなえた「備えよ常に」とい

う言葉があります。今回の災害で、有事に備え、常

日頃から心構えをしっかりと持っておくことの大切

さを身に染みて感じました。また、夜は明るい電気

の下で温かいごはんが食べられること、蛇口をひね

れば飲める水が出ることはこんなにもありがたいこ

となんだと再確認できました（よしだ）

DVDV（ドメスティックバイオレンス）（ドメスティックバイオレンス）は犯罪です！は犯罪です！

　配偶者やパートナーなどから身体的暴力や言葉

の暴力を受けていませんか。一人で悩まずご相談

ください。

●ＤＶ相談ダイヤル

℡ 0570・0・55210

（最寄りの相談窓口を案内します。）

健康情報テレホンサービス健康情報テレホンサービス

　県保険医協会では、曜日ごとにテーマを変えて

24時間いつでも健康・医療情報を提供しています。

テレホンサービス　

℡ 0120・979・451（通話料無料）

問い合わせ先　

兵庫県保険医協会事務局

℡ 078・393・1840

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

〒
669 -6592　
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郡
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区
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住
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１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://www.town.mikata-kami.lg.jp

行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

災害時に自らの障害を伝え、

支援を受けやすくするもの

です。詳細は役場福祉課へ。

防災スカーフ
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味
と
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受
け
継
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地
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の
人
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さ
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み
そ
づ
く
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頑
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心
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め
て
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込

ん
で
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ま
す
。

第 10回　みそ

今月のレシピ

豚と大根のみそ炒め

＜材料 4人分＞
豚肉スライス

　下味　濃口しょうゆ

　　　　酒

　　　　しょうが

サラダ油

大根（7㍉のいちょう切り）

ニンジン（3㍉のいちょう切り）

こんにゃく（角切りにしてゆでる）

厚揚げ（さいの目切り）

さやいんげん

砂糖

薄口しょうゆ

みそ

酒

みりん

水

120g

小さじ 1

小さじ 2

適量

適量

100g（約 5cm）

50g（1/2 本）

100（1/2 枚）

100g

20g

大さじ 1強

小さじ 1

大さじ１強

大さじ 1/2

大さじ 1/2

1 カップ

①豚肉は 2㌢幅に切り、下味をつける。

③ 鍋にサラダ油を適宜入れ、下味をつけた豚

肉を炒める。色が変わったら水を入れ、大

根とニンジンを入れて、やわらかくなるま

で煮る。途中でこんにゃく、砂糖、しょう

ゆ、酒、みりんを入れる。

④ 大根がやわらかくなったら、厚揚げとさや

いんげん、みそを入れしばらく煮る。

＜作り方＞

～美味いみそが香る町　香美町～美味いみそが香る町　香美町～～

　手前みそ（自慢じゃないけど、うち

のみそはおいしいよ！）という言葉が

あるように、昔、みそは買うものでは

なく、つくるものでした。

　冬になると各家庭が大豆と米こうじ、

塩を使って 1年分のみそを仕込んでい

ました。現在、本町では、販売用のみ

そとして香住区の「米地みそ」、村岡区

の「矢田川みそ」、小代区の「みずう

まみそ」が地元の皆さんによってつくられています。学校給食

で使用されるみそは、これらの町内産のみそです。それぞれの

地域に伝わる伝統の手法で作られたみそは、こくやうまみ、味

に違いがあります。３種類すべての味を子どもたちに知っても

らうため、工夫しながら、どのみそも給食で使っています。

◀
香
住
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

田
中
栄
養
教
諭

＜ヒント＞
・ みそにより塩分が違うので、味見をして加

減してください。

・ 給食ではさやいん

げんを入れていま

すが、ブロッコ

リーやねぎをな

ど、お好みの野菜

を入れてもいいで

すね。


